
認知症医療の進歩はどこまできたか？�

認知症予防の可能性は？�

認知症治療・予防のエビデンスは？�

国・自治体は認知症に対してどのような取り組みを行っている？�

第一次ベビーブーム世代が前期高齢者（６５－７４歳）となる２０１５年以降，日本は未曾有の超高齢化社会に突入する。�
それに伴い，現在約１６９万人と見込まれる認知症高齢者は同じく２０１５年には２５０万人になる見通しだ。�

厚生労働省は２００５年から「認知症を知り，地域をつくる１０カ年構想」を打ち立て，�
２００５年４月－２００６年３月までを，「認知症を知る１年」と位置づけた。�
いまだ治療法が明らかになっていないアルツハイマー病をはじめ，�

認知症の予防・治療は困難を極める。�
認知症への医学的アプローチはどこまできたのか，�
また認知症患者・家族に対し医療者は何ができるのか。�

本特集では，２００６年現在における認知症医療について概観したうえで，特にその予防に注目する。�
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